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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月19日(2017.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
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【化１】

の天然ワックスのポリ（窒素／アミン）誘導体を０．００５質量％から２．０質量％含む
眼用組成物水溶液：
　式中、Ｒは、－Ｈ、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5、－ＯＨおよび－ＣＨ2ＯＨであり；ｍは２、３
、４、５または６であり；ｎは、ｍが２または３である場合、８から１１０の整数であり
、ｎは、ｍが４、５または６である場合、６から６０の整数である。
【請求項２】
　前記天然ワックスが、蜜蝋、ラノリン、ＰＥＧラノリン、ホホバおよびＰＥＧホホバか
らなる群より選択される、請求項１記載の組成物水溶液。
【請求項３】
　０．００２質量％から０．２質量％のヒアルロン酸または０．０５質量％から０．３質
量％のヒドロキシプロピルグアーをさらに含む、請求項１または２記載の組成物水溶液。
【請求項４】
　前記天然ワックスのポリ（窒素／アミン）誘導体がポリエチレンイミンラノリンであり
、該ポリエチレンイミンラノリンが０．００５質量％から０．３質量％で存在する、請求
項１から３いずれか１項記載の組成物水溶液。
【請求項５】
　前記ポリエチレンイミンラノリンが、６００ダルトンから６０００ダルトンまでの数平
均分子量を有する、請求項４記載の組成物水溶液。
【請求項６】
　前記天然ワックスのポリ（窒素／アミン）誘導体がポリエチレンイミンホホバであり、
該ポリエチレンイミンホホバが０．００５質量％から１．０質量％で存在する、請求項１
から３いずれか１項記載の組成物水溶液。
【請求項７】
　前記ポリエチレンイミンホホバが、６００ダルトンから６０００ダルトンまでの数平均
分子量を有する、請求項６記載の組成物水溶液。
【請求項８】
　医薬品をさらに含む、請求項１から７いずれか１項記載の組成物水溶液。
【請求項９】
　デクスパンテノール、ソルビトール、キシリトール、グリコール酸、プロピレングリコ
ール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、ポリ（エチレンオキシド－
ブチレンオキシド）またはそれらの任意の混合物をさらに含む、請求項１から８いずれか
１項記載の組成物水溶液。
【請求項１０】
　０．５ｐｐｍから１．５ｐｐｍの量で存在する、ポリ（ヘキサメチレンビグアニド）；
１ｐｐｍから１０ｐｐｍの量で存在する、α－［４－トリス（２－ヒドロキシエチル）－
アンモニウムクロライド－２－ブテニル］ポリ［１－ジメチルアンモニウムクロライド－
２－ブテニル］－ω－トリス（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムクロライド；および
１ｐｐｍから４ｐｐｍの量で存在する、アレキシジンからなる群より選択される１種類以
上の抗菌性成分をさらに含む、請求項１から９いずれか１項記載の組成物水溶液。
【請求項１１】
　０．５ｐｐｍから１．５ｐｐｍのポリ（ヘキサメチレンビグアニド）、または１ｐｐｍ
から４ｐｐｍのアレキシジンをさらに含み、
　式（Ｉ）の天然ワックスの前記ポリ（窒素／アミン）誘導体が、該誘導体化天然ワック
スを含まない対応する組成物水溶液に対して、前記組成物水溶液および前記対応する組成
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物水溶液中にバラフィルコンＡのシリコーンハイドロゲルコンタクトレンズを６時間に亘
り浸漬した後、バラフィルコンＡのレンズ中に吸収される前記ポリ（ヘキサメチレンビグ
アニド）またはアレキシジンの量を少なくとも２５％減少させる、請求項１から９いずれ
か１項記載の組成物水溶液。
【請求項１２】
　１ｐｐｍから３ｐｐｍの量で存在する、α－［４－トリス（２－ヒドロキシエチル）－
アンモニウムクロライド－２－ブテニル］ポリ［１－ジメチルアンモニウムクロライド－
２－ブテニル］－ω－トリス（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムクロライドをさらに
含む、請求項１１記載の組成物水溶液。
【請求項１３】
　分岐鎖ポリ（エチレンイミン）－ＰＥＧ－ラノリン、分岐鎖ポリ（エチレンイミン）－
ＰＥＧ－ホホバ、分岐鎖ポリ（エチレンイミン）－ラノリン、および分岐鎖ポリ（エチレ
ンイミン）－ホホバからなる群より選択される、天然ワックスの分岐鎖ポリ（エチレンイ
ミン）誘導体を含む眼用組成物水溶液。
【請求項１４】
　ドライアイの治療に使用するための請求項１から１３いずれか１項記載の眼用組成物水
溶液。
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